
「人も情も行き交いときめくまち煌いて阿南づくり阿南計画」変更申請 新旧対照表 
新 旧 

地域再生計画 

 

１～３（略） 

 

４．地域再生計画の目標 

阿南町は、長野県の最南端に位置し、標高は 315ｍから 1,664
ｍに及び起伏の多い傾斜地に 56 の集落が点在する山間地域で
ある。 
近年、高齢化、過疎化が進行(65歳以上の高齢者が 37.6％を
占めるとともに、過去 5年間の人口が 5.5％減少)しており、農
林業の担い手不足による手入れ不足森林や耕作放棄地の増加

等が地域の大きな課題となりつつある。 
また、著しい高齢化に伴い、高齢者が安心して暮らせる地域

づくりが急務となっていることから、病院などへのアクセス改

善や社会福祉施設の整備を行っていくことが求められている

とともに、高齢者の生きがい対策として都市住民との交流を図

るグリーンツーリズム事業の促進、奨励が求められている。 
このため、町内拠点施設へのアクセス改善と地域の道路ネッ

トワークの構築をするとともに、町内一部地域で実現していな

い中核都市である飯田市への日帰り通勤通学圏の拡大を図り、

若者定住を促進する。 

地域再生計画 

 

１～３（略） 

 

４．地域再生計画の目標 

阿南町は、長野県の最南端に位置し、標高は 315ｍから 1,664
ｍに及び起伏の多い傾斜地に 56 の集落が点在する山間地域で
ある。 
近年、高齢化、過疎化が進行(65歳以上の高齢者が 37.6％を
占めるとともに、過去 5年間の人口が 5.5％減少)しており、農
林業の担い手不足による手入れ不足森林や耕作放棄地の増加

等が地域の大きな課題となりつつある。 
また、著しい高齢化に伴い、高齢者が安心して暮らせる地域

づくりが急務となっていることから、病院などへのアクセス改

善や社会福祉施設の整備を行っていくことが求められている

とともに、高齢者の生きがい対策として都市住民との交流を図

るグリーンツーリズム事業の促進、奨励が求められている。 
このため、町内拠点施設へのアクセス改善と地域の道路ネッ

トワークの構築をするとともに、町内一部地域で実現していな

い中核都市である飯田市への日帰り通勤通学圏の拡大を図り、

若者定住を促進する。 



また、観光施設及び『桑の実塾』等の農林業体験等のグリー

ンツーリズム事業と連携し、交流を促進させるため、耕作放棄

地を参加・体験志向用農地とすることの奨励促進、消費者ニー

ズにあった農産物の栽培による農地の高度利用化と組織づく

りを奨励推進、インターネットを利用した産地直売体制を確立

するとともに、地産地消を展開し、かつ、広大な森林資源を活

かした林業特産物の産地化や国土保全、水源保全、保健休養林

等、森林の持つ公益的な機能を発揮しえる森林整備と下流都市

住民との連携・交流により林業に対する啓蒙普及と森林景観作

り、林業体験等も展開する。 
また、団塊世代の中では定年後、耕作放棄地を利用しての農

業を志向する住民が多く、自家用、贈答以外は出荷して「生き

がい」を創造しており、こういった動静を全町に啓蒙し奨励促

進することも展開する。 
さらに、町道、農林道へ適切なるガードレール、カーブミラ

ーの設置、通勤者への交通安全啓蒙普及の徹底及び高齢者交通

安全教室を頻繁に開催するなどして、平成１７年５月２日現在

交通死亡事故ゼロ達成 3275 日を更に 5000 日達成を目指し、
全交通事故ゼロを達成、恒久化するとともに阿南町社会福祉協

議会、ＮＰＯ法人のデイケアサービス事業、宅老事業等を支援

協力し、緊急時でも独居老人、老人世帯が安心して生活できる

人と情も行き交いときめくまちづくりを行うこととする。 
以上の取組みを地域の重要なインフラである道路及び農林

また、観光施設及び『桑の実塾』等の農林業体験等のグリー

ンツーリズム事業と連携し、交流を促進させるため、耕作放棄

地を参加・体験志向用農地とすることの奨励促進、消費者ニー

ズにあった農産物の栽培による農地の高度利用化と組織づく

りを奨励推進、インターネットを利用した産地直売体制を確立

するとともに、地産地消を展開し、かつ、広大な森林資源を活

かした林業特産物の産地化や国土保全、水源保全、保健休養林

等、森林の持つ公益的な機能を発揮しえる森林整備と下流都市

住民との連携・交流により林業に対する啓蒙普及と森林景観作

り、林業体験等も展開する。 
 
 
 
 
さらに、町道、農林道へ適切なるガードレール、カーブミラ

ーの設置、通勤者への交通安全啓蒙普及の徹底及び高齢者交通

安全教室を頻繁に開催するなどして、平成１７年５月２日現在

交通死亡事故ゼロ達成 3275 日を更に 5000 日達成を目指し、
全交通事故ゼロを達成、恒久化するとともに阿南町社会福祉協

議会、ＮＰＯ法人のデイケアサービス事業、宅老事業等を支援

協力し、緊急時でも独居老人、老人世帯が安心して生活できる

人と情も行き交いときめくまちづくりを行うこととする。 
以上の取組みを地域の重要なインフラである道路及び農林



道の効率的な整備とあわせて行い、過疎地域住民が生きがいと

誇りを持つことができ、他地域から訪れた観光客が、再び訪ね

たくなるような地域づくりによる交流人口の増加と農林業の

振興を図る。 
（目標１）農林業の振興と地域環境の改善（間伐実施面積の 30％増

加 Ｈ16 年実績面積 189.77ha、耕作放棄地 35％減少 H16 年耕作放棄地

面積 157.96ha） 

（目標２）交流人口の拡大（H16年度交流人口250,386人→37万人以

上増加） 

（目標３）道路、農林道整備による拠点施設へのアクセス改善（集落

から病院等への 15 分以内の人口カバー率 78％→94％向上） 

（目標４）阿南町内外への日帰り通勤、通学圏の拡大(町内全域) 

（目標５）阿南町内全域、独居老人及び老人世帯へ 30 分以内の緊急

対応体制の確立（H17年5月1日現在30分を超過して緊急対応せざ

る負えない 52 世帯を解消） 

（目標６）町道、農林道での交通事故ゼロの達成（H16 年度交通事

故発生数 15 件→0件） 

 

５．目標を達成するために行う事業 

（5－1）全体の概要 

阿南町内の新野地区と和合地区を結ぶ「町道和合 7号線」を
改良することにより、和合地区で生産された農産物が、新野地

区にある道の駅信州新野千石平への効率的な出荷を図るとと

道の効率的な整備とあわせて行い、過疎地域住民が生きがいと

誇りを持つことができ、他地域から訪れた観光客が、再び訪ね

たくなるような地域づくりによる交流人口の増加と農林業の

振興を図る。 
（目標１）農林業の振興と地域環境の改善（間伐実施面積の 30％増

加 Ｈ16 年実績面積 189.77ha、耕作放棄地 20％減少 H16 年耕作放棄地

面積 157.96ha） 

（目標２）交流人口の拡大（H16年度交流人口250,386人→30万人以

上増加） 

（目標３）道路、農林道整備による拠点施設へのアクセス改善（集落

から病院等への 15 分以内の人口カバー率 78％→90％向上） 

（目標４）阿南町内外への日帰り通勤、通学圏の拡大(町内全域) 

（目標５）阿南町内全域、独居老人及び老人世帯へ30分以内の緊急

対応体制の確立（H17 年 5 月 1 日現在 30 分を超過して緊急対応せ

ざる負えない 52 世帯を解消） 

（目標６）町道、農林道での交通事故ゼロの達成（H16 年度交通事

故発生数 15 件→0件） 

 

５．目標を達成するために行う事業 

（5－1）全体の概要 

阿南町内の新野地区と和合地区を結ぶ「町道和合 7号線」を
改良することにより、和合地区で生産された農産物が、新野地

区にある新野千石平道の駅への効率的な出荷を図るとともに、



もに、国道 151号からの交通の円滑化を図り、かつ、緊急時、
「同 7号線」沿いに設置されている新野消防・防災ヘリポート
へ和合地区住民の輸送時間の短縮も図る。並びに、出荷量の多

い川田区での農産物も、道の駅信州新野千石平へ効率的な出荷

を図るために、「町道大下条 13 号線」を改良する。 

 

また、その他複数路線を改良、舗装及び橋梁を行うことによ

り国道151号等を利用して集落から拠点施設へ住民の利便性の
向上及び農産物の物流効率化、集落への緊急車両等のアクセス

改善を図る。かつ、町内各観光施設、名勝などへの観光客の交

通の円滑化を図る。 
「林道南峠線」「林道大沢線」「林道日吉金谷線」「林道早稲

田木曽畑線」の改良、舗装を行うことにより森林へのアクセス

の確保及び改善し森林施業の効率化と間伐遅れとなりつつあ

る森林の解消と荒廃化を防ぐ。 
また、「林道早稲田木曽畑線」の改良、舗装により生活道路

として、和合地区住民の日帰り通勤・通学圏を確保する。 
 
国県道、町道、農林道による効率的な道路ネットワークを構

築することともに、適切なガードレールの設置、道路周辺の景

観、自然環境に配慮し、自然に融合するシンボルロード等地域

資源と連携を図った道路整備を推進する。 
加えて「阿南町社会福祉協議会」と阿南町が協力し、デイケ

国道 151 号からの交通の円滑化を図り、かつ、緊急時、「同 7
号線」沿いに設置されている新野消防・防災ヘリポートへ和合

地区住民の輸送時間の短縮も図る。 
 
 
 
また、その他複数路線を改良、舗装及び橋梁を行うことによ

り国道 151 号等を利用して集落から拠点施設へ住民の利便性
の向上及び農産物の物流効率化、集落への緊急車両等のアクセ

ス改善を図る。かつ、町内各観光施設、名勝などへの観光客の

交通の円滑化を図る。 
「林道南峠線」開設、舗装、「林道大沢線」「林道日吉金谷線」

「林道早稲田木曽畑線」の改良、舗装を行うことにより森林へ

のアクセスの確保及び改善し森林施業の効率化と間伐遅れと

なりつつある森林の解消と荒廃化を防ぐ。 
また、「林道大沢線」「林道早稲田木曽畑線」の改良、舗装に

より生活道路として、和合地区住民の日帰り通勤・通学圏を確

保する。 
国県道、町道、農林道による効率的な道路ネットワークを構

築することともに、適切なガードレールの設置、道路周辺の景

観、自然環境に配慮し、自然に融合するシンボルロード等地域

資源と連携を図った道路整備を推進する。 
加えて「阿南町社会福祉協議会」と阿南町が協力し、デイケ



アサービス等の福祉サービス事業を展開し、特に独居老人及び

老人世帯へ 30分以内の緊急対応体制を確立する。 
 

（5－2）法第 4章の特別の措置を適用して行う事業 

 

道整備交付金を活用する事業 

対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を

完了している。なお、整備箇所については、別添の整備箇所を

示す図面による。 

・ 町道和合 7 号線 ： 昭和 58 年 3 月 17 日 町道認

定 

・ 町道大下条５９号線 ： 昭和 58 年 3 月 17 日 町

道認定 

・ 町道富草１０３号線 ： 昭和 58 年 3 月 17 日 町

道認定 

・ 町道大下条１３号線 ： 昭和 58 年 3 月 17 日 町

道認定 

・ 林道大沢線 ： 伊那谷地域森林計画書に記載 

・ 林道南峠線 ： 伊那谷地域森林計画書に記載 

・ 林道日吉金谷線 ： 伊那谷地域森林計画書に記載

・ 林道早稲田木曽畑線 ： 伊那谷地域森林計画書に

記載 

[施設の種類(事業区域)、実施主体] 

アサービス等の福祉サービス事業を展開し、特に独居老人及び

老人世帯へ 30分以内の緊急対応体制を確立する。 
 

（5－2）法第 4章の特別の措置を適用して行う事業 

 

道整備交付金を活用する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[施設の種類(事業区域)、実施主体] 



・ 町道（阿南町）   阿南町 
・ 林道（阿南町）   長野県  阿南町 

 

 

 

[事業期間] 

・ 町道（平成１７～２１年度） 
・ 林道（平成１７～１９年度） 

[整備量及び事業費] 

・ 町道 5.88㎞、林道 1.8㎞ 
・ 総事業費 854,640千円（うち交付金 419,640千円） 
（内訳）町道 760,000千円（うち交付金 380,000千円）

林道 94,640千円（うち交付金 39,640千円）

 

（５－３）その他の事業 

（略） 
 

６．計画期間 

（略） 
 
７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 

（略） 
 

・市町村道（阿南町）   阿南町 
 昭和 58年 3月 17日 町道認定 
・林道（阿南町）   長野県  阿南町 
 平成１５年４月第 11 期伊那谷地域森林計画書に記載 

 

[事業期間] 

・ 町道（平成１７～２１年度） 
・ 林道（平成１７～２１年度） 

[整備量及び事業費] 

・ 町道 9.51km、林道 6.4 km 
・ 総事業費 405,000千円（うち交付金 182,500千円） 
（内訳）町道 185,000千円（うち交付金 92,500千円） 

林道 220,000千円（うち交付金 90,000千円） 
 

（５－３）その他の事業 

（略） 
 

６．計画期間 

（略） 
 
７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 

（略） 
 



８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事

項 

（略） 
 
 

８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事

項 

（略） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




